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令和５年度 千葉大学 学生向けスタートアップ支援事業 公募要領 

 

１ 事業目的 

起業に関心のある千葉大学の学生に対して、大学やエリアを超えた活動の場を提供する

ことで、アントレプレナーシップを涵養するとともに、将来的な千葉大学発スタートアッ

プ創出つなげる。具体的には、学内だけにとどまらない他大学・他エリアで行われるビジ

ネスコンペへの参加、他大学・他エリアの学生アントレプレナーとの交流の場の創出を企

画・実施し、これに参加する学生を公募し採択する。 

 

２ 事業期間 

採択日（７月を予定）から令和６年３月２９日（金曜日）まで 

 

３ 公募概要 

コンペや各コースの詳細等については後日採択者へ連絡します。 

（１）ビジネスコンペ参加部門 （５名程度） 

他大学・他エリアで開催される学生ビジネスコンペへ参加するための活動資金（旅費、

宿泊費等を含む）を助成します。 

 １１月（予定）に金沢で行われる「Matching HUB Business Idea & Plan 

Competition（M-BIP）」に参加して全国の大学生ビジネスプランと競っていただ

きます。昨年度のイベントの様子はこちら 

 コンペ参加へ先立ち、IMOが提供するアクセラレーションプログラムを受講しプ

ランのブラッシュアップを行います（７月～９月予定＠西千葉）。このアクセラ

レーションプログラムに必ず参加できることが条件です。 

 

（２）アントレプレナーシップ醸成部門 （1コース各２～５名程度） 

千葉大学ＩＭＯのスタートアップ・ラボが、以下の他大学・他エリアの学生アントレ

プレナーとの交流の場を提供します。 

 Aコース （３～５名程度） 

HSFC（北海道スタートアップエコシステム）との連携交流。北海道大学、小樽商

科大学と連携して地域課題解決型ビジネスプラン作成プログラムへ参加＠北海

道（８月 Web座学、９月現地（２泊３日）、～１２月 Web座学、２～３月対面発

表会）を予定しています。 

 B コース （２～３名程度） 

PARKS（九州スタートアップエコシステム）との連携交流。具体的には長崎大学 

or九州工業大学 or OIST(沖縄科学技術大学院大学)等と連携して起業準備中の

研究者等との交流を予定しています。（九州沖縄地区・１月～２月で２泊３日）

を予定しています。 

 Cコース（２～３名程度） 

GTIE（東京圏スタートアップエコシステム）との連携交流。具体的には東京工業

大学、早稲田大学等と連携して学生アクセラレーションプログラムへの参加＠

https://www.jaist.ac.jp/ricenter/jaist-net/news/?p=7115
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東京（1 week）等を予定しています。 

 Dコース（２～３名程度） 

MASP（みちのくアカデミア発スタートアップ共創プラットフォーム）との連携

交流。具体的には東北大学等と連携して学内ギャップファンドプログラムの展

開状況見学、意見交換などを予定しています。（仙台地区・８月～９月で２泊３

日）を予定しています。 

 Eコース（２～３名） 

PSI（Peace ＆ Science Innovation Ecosystem）との連携交流。具体的には島根

大学連携してビジネスプラン作成プログラムの体験、スタートアップ支援施設

の見学等（島根地区・８月～９月で１泊２日）を予定しています。 

 

４ 募集対象者 

 令和５年度現在、本学に在籍する学部生、大学院生で、学生教育研究災害傷害保険や付帯

賠償責任保険等の加入が済んでいる者のうち、以下の全てを満たす者 

（１）ビジネスコンペ参加部門 

 他大学・他エリアで開催される学生ビジネスコンペへの参加を希望する者 

 自らビジネスプランを持つ者 

 千葉大学ＩＭＯが提供するアクセラレーションプログラムに参加が可能な者 

 

（２）アントレプレナーシップ醸成部門 

 今現在は自らビジネスプランを持たないが、将来の起業に関心がある者 

 各コースのプログラムについて、責任をもって必ず参加できる者 

 Ａ～Ｅコースの重複した申請は妨げない 

 

５ 助成対象と助成方法 

 上述（１）、（２）の各部門に関する活動費（旅費、宿泊費、ビジネスプラン作成に関

係する費用等）として１５万円/人を上限に助成します。（４ 募集対象者（１）の参

加（２）交流の場の各コースは助成上限額範囲を考慮し提供） 

 活動費執行の際、採択者は学術研究・イノベーション推進機構（IMO）スタートアッ

プ・ラボ事務局へ申請を行い、活動の承認を経て IMO がそれぞれの支払先に支払う

こととします。 

 

＊各個人に支払われるアワードとは異なります。 

＊IMOが活動費として支払うことができるものは、本事業対象のビジネスコンペ又は

各コースのイベント参加費、交通費実費、指定宿泊施設の宿泊費、本事業上 IMO が

指定する教材費用とします。 

 

６ 公募・実施スケジュール 

公募期間：６月９日～７月７日（１７：００） 

審査期間：７月１０日～７月１４日 
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採択日：７月２１日（予定） 

 

７ 審査・評価の方法 

IMO において書類審査を行い決定します。 

 

８ 申請 

【申請方法】 

申請書（（１）ビジネスコンペ参加部門申請者は別紙１を、（２）アントレプレナーシップ

醸成部門申請者は別紙２）をダウンロードし、必要事項を記入の上、メールにて IMO スター

トアップ・ラボ事務局に送付。個人に加えてチームでの申請を妨げないが、１チームに対す

る助成対象者の上限は３名までとします。 

他エリアとの交流や受け入れ先機関主催イベント等参加があるため、申請書は日本語で作成

ください。 

 

【申請書送付先・申請に係る相談窓口】 

IMO スタートアップ・ラボ事務局 

imo-entrepreneur@chiba-u.jp 

 

９ その他 

・本事業のコンペや各コース、説明会等に参加し、授業等を欠席しても公欠の対象となりま

せんので予めご了承ください。 

・採択情報は IMOスタートアップ・ラボ HPにて公開します。 

https://startup-lab.chiba-u.jp/ 

・採択情報は所属学部・大学院にも IMOから通知します。 

https://startup-lab.chiba-u.jp/

